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隠岐島後中央部の下部中新統の郡層について

落合　俊夫＊・山内　靖喜＊・村上 久＊＊

OnthelowerMioceneKoriFormation，ce血alOki・Dogolsland，JapanSea．

Toshio　Ochiai＊，SeikiYamauchi＊，HisashiMurakami＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　A　latest　Oligocene　to　late　Miocene　succession　is　widely　distributed　over　the　Oki　Gneiss　on　Oki－Dogo　island　in　the

southem　SeaofJapan．It　is　divided　into　the　Tokibariyama，Kori，Kumi，and　Tsuma　Formations，and　is　overlies　by　the　Oki

Alkali　Volcanics　oflatest　Miocene　age．This　paper　reexamines　the　a　geological　structure　and　depositional　environment　of

theKohFomationanditsrelationshipwiththeover－andunder－lyingbedsincentralOki－Dogo．
　Previous　work　inferred　the　Kori　Fo㎜ation　in　the　study　area　contacts　the　underlying　Tokibariyama　Fo㎜ation　along　NE

－SWfaults．However，KodFomationgenerallyunconfomablyoverliesTokibariyamaFo㎜ationanundulatingsurface．

ThesteeplydippingsurfaceoftheunconfomitybetweenthefonmtionsindicatesthattheKorisedimentarybasinfomed
by　faulting　ofthe　Tokibariyama　Fomlation．The　Kori　Formation　is　also　folded　along　a　N＿S　axis　nearly　parallel　with　the

Koji　River　in　the　northern　part　ofthe　study　area，and　rapidly　thickens　westward　reaching　a　thickness　ofmore　than1200m．

TheunitknownastheHeiMemderhaspreviouslybeenregardedasthelowemostpa控oftheKumiFomation，andis
thoughttobethenrstmarinesedimentonOki－Dogo．However，wefoundthattheUtagiMemberoftheKumiFomation
discordantly　overlies　and　erodes　the　Hei　Member．These　relations　indicate　that　the　Hei　Member　should　therefore　be

regardedastheuppe㎜ostunittheKoriFo㎜ation，ratherthanthebaseoftheKumiFonnation．
　Total　sulfur，total　organic　carbon　and　total　nitrogen　analyses　of　mudstones　of　Tokibariyama　and　Kori　fomations

indicatethattemporally　marinetransgression　occu皿edin　aboutthe　middle　ofthe　Kori　stage，atabout180r17Ma

Key　words：Miocene，SeaofJapan，Oki－Dogo，KodFormation，stratigraphy，tectonic．

は　じ　め　に

　日本海南部の隠岐群島島後は，17×15km程度の島で，そ

こには飛騨変成岩類に対比される隠岐変成岩類を基盤とし

て，漸新世末から後期中新世の堆積岩類が分布する．それら

は隠岐片麻岩類を取巻くように分布し，後期中新世の隠岐ア

ルカリ火山岩類に不整合に覆われている．この漸新統～中新

統は日本海発生期前後の堆積物であることから，日本海の形

成過程とその周辺域の堆積環境変遷を解明する上で重要であ

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ときばりやま
　山崎（1984）はこれら一連の堆積岩類を下位より時張山層，
こおり　　くみ　　つま
郡層，久見層，都万層に区分した．上部漸新統～下部中新

統に対比されている時張山層は先第三系基盤岩類中に形成さ

れた時張山コールドロンとその周辺を埋積する火山岩類と堆

積岩類からなるとされている（山崎，1998）．

　時張山層と郡層の堆積場はいずれも陸域ないし陸水域とさ

れ（山崎，1991，1992，山内ほか，1995），新生代における
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最初の海進は珪藻化石などの分析により，中期中新統最下部

の久見層平凝灰岩シルト岩互層の時代であると考えられてき

た（山崎，1998）．

　他方，橋本（1998MS）はボーリングコアから採取された

郡層中のCHNS分析結果から，郡層中に海成層が存在する

ことを示した．しかし，地表の郡層においては海成層の存在

は確認されていない．

　本論は時張山層と郡層との関係，郡層の構造と堆積環境，

併せて郡層と久見層下部の層序を再検討することを目的とし

て，郡層が最も広く分布する島後中央部の隠岐郡五箇村郡～

西郷町原田地区にかけての地域（第1図）において調査し，新

たな知見を得たので，それを報告する．

地　質　概　説

　隠岐島後の漸新統及び中新統は，山崎（1998）によって第

1表に示すように分類されている．

　時張山層は，角礫岩，流紋岩質溶岩・火砕岩，デイサイト

質火砕岩類，安山岩質溶岩・火砕岩，ならびに礫岩や砂岩泥

岩互層などの砕屑岩類からなる下部火山岩砕屑岩層と，主に

安山岩質溶岩・火砕岩からなる上部火山岩層に分けられてい

る．下部中新統に対比されている郡層は，凝灰岩を中心とし
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第1表　本論の層序と山崎（1998）の層序の対比表

時代区分 山崎（1998） 本報告
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第1図　調査地域位置図

た大量の火砕岩類からなり，大津久礫岩層，小路凝灰岩層，

郡玄武岩層，那久火山岩層，東郷礫岩層に区分され，各部層

は互いに同時異相の関係にあるとされている（山崎，1998）．

　久見層は山崎（1998）により，下位より平凝灰岩シルト岩

互層，久見砂岩層，歌木泥岩層，伊後泥岩層，飯山珪藻土層

に区分されている．平凝灰岩シルト岩層は酸性凝灰岩とシル

ト岩の互層からなる．久見砂岩層は本調査地域の北西にのみ

分布し，砂岩泥岩互層を中心として，シルト岩，礫岩，酸性

凝灰岩薄層などによって構成され，ハ4’ogyρs∫nαん。∫o∫ん。∫∫，

Op8r6配1∫nα60〃3ρ1αnα∫αノαponioαおよび海生貝化石の産出が報

告されている（大久保・高安，1980，0kubo・Takayasu，1979）．

平凝灰岩シルト岩互層は，淡水生，海生双方の珪藻化石群集

を産出することから，新生代における隠岐地域最初の海進期

の堆積物とされている．歌木泥岩層は調査地域南部に分布し，

その大部分は黒色の海成泥岩からなる．

　時張山層から久見層かけての地層は隠岐変成岩類を取り囲

むように分布し，全体として大きなドーム構造を構成してい

る．しかし，上部中新統に対比される隠岐アルカリ火山岩類

は，このドーム構造とは関係なく，本島全体に分布している．

さらに，中新世末から中期更新世に噴出したアルカリ玄武岩

類が本島各地に散在する．しかし，時張山層と郡層は隠岐片

麻岩類を中心としてほぼ同心円状に分布するが，久見層は郡

層の分布域に食い込むように分布する．

　隠岐変成岩類分布域の西側に位置する本調査地域には，安

山岩質溶岩・火砕岩を主体とする時張山層を基盤として，郡

層と平凝灰岩シルト岩互層が主に分布する（第2，3図）．本地

域中央部から南部にかけては平粗面岩と呼ばれる大規模な岩

体が岩床状に貫入している．また本地域南部の真杉川と国道

485号線に沿った地域には更新統西郷玄武岩が分布する．

地　質　各　説

1．時張山層（山崎，1984）

模式露頭：五箇村郡川上流．

岩相と分布：時張山層は山崎（1984）によって，流紋岩質火
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図中の○で囲った数字は，CHNS分析の泥岩サンプリング位置を示す．
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山岩類からなる下部層と安山岩質火山岩類からなる上部層に

区分されたが，山崎（1998）により，下部火山岩砕屑岩部層

と上部火山岩部層とに再定義がなされた．本地域には時張山

層上部火山岩部層のみが分布し，その下部は主に安山岩溶岩，

上部は主に同質火山礫凝灰岩ないし凝灰岩からなる．五箇村

郡から時張山西麓，五箇村小路南東，及び日の津トンネル東

側の各地区では，本層は安山岩溶岩からなり（第4図），一

部に同質火砕岩層を挟む．安山岩溶岩は，1～2mm程度の

斜長石と0．5mm程度の輝石の斑晶を多く含む斑状のもの

と，ガラス質の無斑晶質安山岩に大別されるが，その分布に

は規則性は認められない．一般に，安山岩溶岩には板状節理

が発達しており，一部に柱状節理が発達したものや塊状のも

のが分布する．さらに，局部的に狭い範囲で珪化作用を受け

たものも見られる．

　調査地域南部の近石川と真杉川の間には，安山岩質火砕岩

類が卓越して分布する．この火砕岩は，細粒凝灰岩を主体と

して，安山岩の岩片や軽石片を含む粗粒から中粒の凝灰岩を

挟み，一部には炭質物を多く含む泥岩の薄層を伴う．また，
　　　　　つ　ば　め
真杉川から都万目にかけての地区にも，安山岩の岩片や軽石

片を含む中粒から粗粒の安山岩質凝灰岩が主に分布するが，

大礫～細礫からなる礫岩層が数枚挟まれている．これらの礫

岩は，いずれも細粒から粗粒の安山岩質凝灰岩を基質とし，

安山岩と流紋岩の円礫からなる．

　本地域北部の安山岩溶岩中に挟まれる凝灰岩は，中～粗粒

で，黒雲母を少量含む．また部分的には1－2㎜程度の安

山岩岩片や緑色に変質した軽石片を含む場合がある．郡川ダ

ム東方の露頭では溶結凝灰岩が観察される．

産出化石：全域で炭化木片がみられる．

上下層との関係：本地域の東方で隠岐変成岩類を不整合に

覆っている（安達ほか，1995）．上位の郡層のいろいろな層

準の地層が本層を不整合に覆う．

2．郡層（山崎，1984）

　郡層を定義した山崎（1984）は，本層を小路凝灰岩層，大

津久礫岩層，玄武岩層，平凝灰岩シルト岩互層の4部層に区

分し，平凝灰岩シルト岩互層を除く3部層は互いに指交関係

にあるとした．その後，山崎（1998）は平凝灰岩シルト岩互

層を久見層に含めた．

　本論では，より細かく岩相変化を調べるため，本地域の郡

層を下位より基底礫岩層，玄武岩層，粗粒成層凝灰岩1層，

塊状凝灰岩層，粗粒成層凝灰岩H層，火山礫凝灰岩層，含礫

砂岩泥岩互層，礫岩層の8部層に細分した（第1表）．なお，

本論の層序区分を山崎（1998）のそれに対比すると，基底礫

岩層，玄武岩層，含礫凝灰質砂岩泥岩互層，および最上部の

礫岩層を除いた4部層は小路凝灰岩層に，玄武岩層は郡玄武

岩層に，礫岩層は大津久礫岩層にそれぞれ対比される．

1）基底礫岩層

模式露頭：五箇村本郷観光牛つき場内の露頭．
　　　　　　　　　　　　　　おおときいちのさか
分布：模式露頭と北西部の林道大時一の坂線沿い（第4図5）

にわずかにみられる．

層厚：最大で20m程度．

岩相：安山岩，デイサイト，流紋岩の亜円礫～亜角礫からな

り，大礫から中礫を主体とし，最大礫径は150mm，平均径

は40～60mmである．

　基質は黒雲母を多く含むデイサイト質の粗粒凝灰岩である．

上下層の関係二本層は下位の時張山層上部層を不整合に覆

い，粗粒成層凝灰岩1に整合に覆われるが，両層の岩相は漸

移している．

2）玄武岩層

模式露頭：五箇村郡の郡川河底．

分布：調査地域北部の五箇村郡地区．

岩層：輝石一かんらん石玄武岩とスコリアからなる．本地域

における本玄武岩類の分布は郡地区の郡川周辺に限られてい

る．郡川河床においては，玄武岩中の流理構造や引き伸ばさ

れた気泡の配列は，垂直に近い角度をもつ構造やドーム状構

造を示している．さらに，この玄武岩は周囲の時張山層の安

山岩を高角で切っていると判断されることから，岩茎状の形

態をしていると考えられている（落合，2001）．

　また郡川北岸では自破砕した玄武岩から，安山岩と玄武岩

の円礫を含むスコリアヘと側方方向で漸移している．

上下層との関係：模式露頭周辺では岩茎として分布するが，

郡川北側ではスコリアが時張山層を不整合に覆う．本地域北

方の山田地区においては，郡層の粗粒成層凝灰岩に整合に覆

われる．

3）粗粒成層凝灰岩1層

模式露頭：小路から林道大深山線を南方へ約600m入った

林道沿い．

分布：調査地域北部にのみ分布する．

層厚：50m．

岩相：黒雲母を多く含み，粗粒で，級化した凝灰岩を主体と

して，部分的に亜円～円礫からなる細礫岩や泥岩の薄層を挟

む．泥岩中には植物片の濃集する部分も見られる．一般に，

凝灰岩は平行葉理をもつ．

産出化石：本層に挟在する泥岩ないし泥質凝灰岩の薄層から

植物化石が産出するが，保存状態が悪く，種の同定はできな

い．

上下層との関係：一般に本層は下位の時張山層を不整合に覆

うが，調査地域北部では下位の礫岩と漸移的関係にある．

4）塊状凝灰岩層

模式露頭：五箇村小路の国道485号線沿い採石場跡．

分布：中山峠以北にのみ分布し，東方に収斂する．本部層は

北北東一南南西の軸をもつ緩い背斜構造を示し，その軸部に

時張山層の安山岩溶岩が露出する．

層厚：最大100m．

岩相：白色から青灰色を呈し，均質なデイサイト質細粒凝灰

岩からなり，自形の黒雲母を大量に含むことが特徴である．

しかし，黒雲母の含有量は場所によって大きく変化している．

本部層分布域北部では，本部層の上部の一部はやや粗粒な凝

灰岩からなる．この粗粒凝灰岩は，径1～2mm程度の細礫，

黒色泥岩の岩片あるいは軽石片を含んでいる．このような粗

粒物質を含む部分では，不明瞭な平行葉理が発達したり，わ

ずかではあるが植物片が含まれたりする．

産出化石：ごく少量だが植物化石片を産出する．
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上下層との関係：下位の粗粒成層凝灰岩1を整合関係に覆

い，上位の粗粒成層凝灰岩Hに整合に覆われる．

その他：模式露頭の凝灰岩についてFlr年代値18．7Maが報

告されている（木村・辻，1992）．

5）粗粒成層凝灰岩H層
　　　　　　　　な　ぐ　じ
模式露頭：五箇村那久路の溜池付近．

分布：中山峠北側で国道485号線東側の山地．

層厚：分布域中央部において最も厚くなり，150m以上の厚

さを有する．

岩相：黒雲母を多く含み，級化した粗粒凝灰岩を主体とし，

部分的に亜円～円礫からなる細礫岩あるいは泥岩の薄層を挟

む．一般に明瞭な平行ラミナが発達する．泥質な部分には植

物片が濃集している場合が多い．

産出化石：種は同定できないが，植物片を産出する．

上下層との関係：五箇村小路付近では下位の塊状凝灰岩を整

合に覆い，郡川上流では時張山層を不整合に覆う．上位の含

礫砂岩泥岩互層には整合に覆われる．

6）火山礫凝灰岩層

模式露頭：調査地域北部の愛宕山山頂から南方に約100m

離れた尾根周辺．

分布二調査地域北部の愛宕山周辺の尾根部のみに分布．

層厚：最大40m．

岩相：粗粒のデイサイト質凝灰岩を基質として，主に安山岩，

流紋岩，デイサイトの角礫からなる淘汰の悪い角礫岩．礫径

は最大約80mm，平均礫径は10～40mm．部分的に径1～3

mm程度の細礫が濃集する．

上下層との関係：下位の粗粒成層凝灰岩1とは漸移関係にあ

る．上位層との関係は不明．

その他：本地域南東約5kmの飯田川沿いに分布する流紋岩

質火山礫凝灰岩は本層に対比され，そのFT年代値21．7±LO

Maが報告されている（山崎・雁沢，1989）．

7）含礫砂岩泥岩互層

模式露頭：中山峠から林道大時一の坂線を東方に約500m

進んだ地点の道路法面．

分布：調査地西部から南西部にかけての広い地域と中山峠か

ら東～北東方向に延びる尾根部に分布する．

層厚：100m以上．

岩相：細～中礫を含む凝灰質砂岩層ないし細礫岩層を主体と

して，泥岩層を頻繁に挟み，しばしば互層をなす．泥岩層の

多くは植物片を含んでおり，模式露頭の林道沿いでは泥炭層

ないしは炭質物濃集層が頻繁にみられる．一部には下位の塊

状凝灰岩に類似した細粒凝灰岩層を伴う．

　凝灰質含礫砂岩と細礫岩に含まれる礫は円～亜円礫で，平

板状の礫も多く含まれ，礫のインブリケーションがみられる

場合もあり，それらは北北東方向への流れを示す．凝灰質砂

岩中に径100～50mm程度の平板状の礫が配列した葉理がみ

られる場合もある．

　本地域中央の中山峠付近では砂岩と礫岩が卓越し，それら

には1m程度の単位で顕著な上方細粒化がみられる場合も

多く，平行葉理，斜交葉理，トラフ型斜交葉理，チャネル構

造など一連の河川成堆積構造が発達している．しかし，中山

第5図　林道大時一の坂線工事現場の露頭でみられる含礫砂
　岩泥岩互層中のスランプ構造．写真中央の黒色の泥岩のC
　／N比は海成層を示す．

峠から北東に向かうにつれて，次第に泥岩層を多く挟むよう

になり，模式地の砂岩泥岩互層に漸移している．模式地から

さらに2．5km北東に進んだ地点の林道法面上には，厚さ約

2mのスランプ構造（第5図）が互層中に発達する．このス

ランプ構造は北北東方向への知りを示す．

産出化石：植物片，炭質物を頻繁に挟む．安野（2000）は本

調査地域北方の五箇村一宮地区の同層準から，コイ科魚類の

咽頭歯化石と阿仁合型植物化石群に対比される植物化石の産

出を報告している．前述のスランプ構造の露頭の西側約300

mの林道法面では径1cm程度の砂管が細粒凝灰岩中にみら

れる．

上下層との関係：下位の粗粒成層凝灰岩を整合に覆う．時張

山周辺と調査地南部では，本部層は直接時張山層を不整合に

覆っており，一部では高角不整合面をもって時張山層にア

バットしている．

　本部層は上位の礫岩部層には漸移する．さらに，南部の皆

市周辺においては上位の平互層と指交関係にある．

8）礫岩層

模式露頭：中山峠から西方へ延びる林道横尾北山線沿い．

分布：本地域西部から南部にかけて．

層厚：150m以上．

岩相：主に安山岩，流紋岩，デイサイト，安山岩質凝灰岩の

円礫からなり，大～中礫大の礫が多い．平行葉理や斜交葉理

が発達した凝灰質砂岩～凝灰質細礫岩層を頻繁に挟む．細粒

の堆積物が挟まれる部分には黒～暗灰色の泥岩の薄層が伴わ

れる場合もある．層準によっては平板状の礫を含む礫層もあ

り，多くの場合それらはインブリケーションを示す．

　本部層は大津久礫岩層に対比されるが，その模式地は本地

域の南西約5kmの大津久である．模式地周辺の大津久礫岩

層では，隠岐片麻岩の円礫が構成礫種の3割程度を占めるが，

本地域では片麻岩礫は1つ確認されたのみである．

産出化石：細粒の堆積層に炭化木片が含まれる．

上下層との関係：下位の含礫砂岩泥岩互層を整合に覆う．

9）平凝灰岩シルト岩互層（山崎，1998）
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模式露頭：山崎（1998）による模式地は，本地域南方の下西

から平に至る国道485号線沿いの露頭であるが，本地域内で

は上西周辺に広く露出する．

分布：本地域南部の皆市地区と上西地区，および中山峠南西

約1kmの尾根部．

層厚：最大100m，平均50～60m程度．

岩相：本層の下部と上部で岩層は異なる．下部層は粗～中粒

の砂質酸性凝灰岩と黒～暗灰色あるいは明灰色の泥岩の互層

からなり，前者が優勢である．本層最下部にはしばしば凝灰

質細礫岩層や火山礫凝灰岩を挟む．下部から上部に向かって，

白色で細～中粒の流紋岩質凝灰岩層が多く，厚くなり，上部

は白色の流紋岩質凝灰岩層と黒～暗灰色泥岩の互層からな

り，前者が優勢である．一般に，明瞭な平行葉理がよく発達

する．

　本地域には本層下部が主に分布し，上部は本地域南東の西

郷地区と西郷湾東部の飯田地区に分布する．西郷地区では中

粒から細粒の砂質凝灰岩が優勢で，明灰色の泥岩の薄層が伴

われる．飯田地区においては白色細粒の流紋岩質凝灰岩が特

徴的である．

産出化石：皆市南方の下部層からはB811α〃3yα1ζosαsαnαと淡

水生の二枚貝を産出する．本部層の中～上部層準とされる模

式地の本層下部からV7v脚r配sが報告されているが（大久保，

1981），その近くから山崎ほか（1991）は中期中新世中期の

Dε航。配lops∫s　lα惚zone（Akiba，1986）に対比される海生珪藻

化石群集を報告している．また，本地域西方約6kmの長尾

田地区に分布する本層下部の珪藻質シルト岩層から前期中新

世後期のC配rc∫48n∫∫cμ1盈侃α即8zone（Akiba，1986）に対比さ

れる海生珪藻化石群集が報告されている（横田，1986，山崎，

1998）．

上下層との関係：中山峠南西約l　kmの尾根部周辺では下位

の礫岩を整合に覆っており，皆市地区周辺では含礫砂岩泥岩

互層を一部指交関係で覆っている．

　上位層とされる久見層歌木泥岩部層とは，平粗面岩の大規

模な岩床によって境される場合が多い．

その他：本地域南方，西郷町下西の国道485号線沿いに露出

する本層において，デイサイト質凝灰岩のFT年代値16．9Ma

（木村・辻，1992）および細粒酸性凝灰岩軽石密集部の14．6

±0．7Ma（山崎・雁沢，1989）が報告されている．

　上述のように，郡層の基底礫岩から平凝灰岩シルト岩互層

までの各層はいろいろな層準で指交関係あるいは漸移関係を

示している。本地域における各部層の層序関係を第6図に示

す。

3．貫入岩類

　調査地域全域で粗面岩の貫入が認められる．特に中山峠東

方の地域，都万目地区，皆市から上西にかけての地域では，

粗面岩は大規模な岩床を形成しており，その厚さは中山峠東

方で75m，都万目周辺で110m，皆市から上西で200m以

上に達する．これらの岩床以外にも粗面岩は小さな岩脈とし

て多数貫入している．これらの粗面岩は，長径10～8mmの

斜長石の巨斑晶を含む．この特徴は本地域西方の尾根部に広

く分布する粗面岩とは異なる．

　本地域ではこの他に流紋岩と玄武岩の貫入が認められる．

流紋岩は調査地域全域において小規模の岩脈として貫入して

いるが，調査地域東方の時張山から西方へ伸びる尾根周辺で

は中規模の岩床が観察される．

　玄武岩は調査地域東方，近石川上流部の時張山層中と，調

査地域中央から北西にかけての郡層中に，小規模岩脈として

貫入している．これらの玄武岩貫入岩はいずれも郡層玄武岩

に類似している．

4．地質構造

　一般に，時張山層は本地域北部では北東一南西の走向をも

ち，北東一南西ないし北北東一南南西の軸をもつ小規模な背

斜と向斜を形成している（第7図）．中部の近石川上流では

N80～500Wの走向をもち，20～50。の角度で南に傾斜した
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第6図　郡層の層序断面図



落合 俊夫・山内 士
元
口靖 村上 久 63

　　　　　　　　　　　　△△△△△△△△△
　　　　　　　　　　△△△△△△△△△△△△△
　　　　　　　　　△△△△△△△△△△△△△△△ムム
　　　　　　　　　　ムムムムムムムムムムムムムムムムL
　　　　　　　　　　△△△△△△△△△△△△△△△△ムム
　　　ムムムムムム　ムムムムムムムムムムムムムムムムムムL
　　△△△△△△△△△ムムムムムムムムムムムムムムムムムムL
o△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ムム

　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　oo　　　o
　　　　　　　　　　　　　oooo　　oo
　　　　　　　　　　　　　ooooooooo
　　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOO
　　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOO
　　　　　　　　　　oooooooooooooooooo
　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　　　　o　　　oooooooooooooooooooooooo
　　　　　O　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
簾§§lli辮iiii灘i灘1§

oooooooooooooooooooooooooooooooo

、講離驚き難iiiき畿iiii難きll鉱

　oooooooooo　ooooo　　　△△△△△　　　　　　△△△△△△　△△△△△△△△．
　　OOOOOOOOO　　　　　　　　　　△　　　△△△　△△　　　　　　　　△ムムムムムムム、
　　OOOOOOOOOO　　　　　ooo　　ooooo　△　△△△△△△△△△　　　　　　　△△△．
o。 B8纒888。。　988。。8888。。　△△会食会食会食△〈△△△△

△：灘iii麟iiiiiiiillき1鉱

　　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo
OOOOOOOOOOOOGOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　OOOOOOOO
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　　OOOOOOOO

　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　O　OOOOOOOO
　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　　OOOOO　OO
　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　OOOOO　　O
　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　　OOOOO　　O
　ooooooooooooooooooooooooooooooooo
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO　O

滉
　
　
O
O
O
刷
O
O
O
O
2

　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

譲
㎜
㎜

　　　oooooo
　　OOOOOOO
　　oooooooo
　　oooooooo
　OOOOOOOO
　ooooooo
OOOOOOO

　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　OOOOOOOO　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOOO　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　OOOOOO　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
OOOOO　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
　　O　　　　　　　　OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO

　　ooooooo　　　　o
　oooooooo　　　　o
　OOOOOOOO　　　　O
oooooooooo　　oo
OOOOOOOOOOOOO

灘難羅鰯灘藝、難i雛雛撫＆
　　ooooooooooooooooooooooooo△　　△△△△△△△△△ムムムムムムムム　　　　ムムムム

　　ooo　　△△
　oooo　△△△
ooooo△　△
oooo　　　　△
OOOO　　　　△
oooo
oooo
OOOO
oooo
ooooo

難業雛蕪雑iiiiliきiiiiiiiiiiiilii齪

　△△△△
　△△△
　△ム
ムムム
ムム　　ムム

　△△△
　△△　　　△

△ムム　 ムム
ムム　　　ムム

　　　ムムムム

　　　　　△　　△　OOOOOOOOOO
　△　　　　　　ooooooooooo
△△　△△△△　　　　ooooooooo

8鱗羅辮1§朧
奏8§§§18888§8§8虜1888

　　　00000000000000　　000

懸ii灘購難ili講　i蝶蝶lli購難1懸響

濯購§灘蕪iii鰯ili§難講論難蕪1難ii翻

oooooooo
OOOOOOOOOOO
　OOOOOOOOOO

騰灘、灘　i

o

騰駿§，離辮会灘……難1灘…1…

　　　　oooooo　△△△△ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム’
　　　　ooooo　△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△’

§i鞭襲籔iiiiiiiiiiiiiiii

　　　o　△△△△△△△　　　△△　　　△△△△△△△△△△△△△△△△△△‘
　　　　　△△△△△△　　　ムムム　　ムムムム　　　　　ムムムムムムムムムム，
　　　　　　△△△△△△　　　△△　　　　　　　△△△△△△△△△△△△△△∫
　　　　　　　　　△△　　　　　　　　　ムムムムムムムムムムムムムムムムムム」
　　　　　　　　　　　　△△△△△△　　聴△△△△△ムムムムムムムムムムムム，

△△△△△△△△△△△△△△△　　　X　〈△△△△△△△△△、
△△△△△△△△△△△△△△△　o　　△△△△△△△△△△△△
△△△△△△△△△△△△△△　　　　　△△△△△△△△△△△△ムム
ムムムムムムムムムムムム　　　　　 ムムムムムムムムムムムムムムム
ムムムムムムムムムム　　o　　　△△△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△　　△△　　oo　　　△△△△△△△△△△△△△△△△△△△
△△△△　　　　　OOO　　△△△△△△△△△△△△△△△△△△△，

盆鱗羅1△会食2麗器盆会灘会f
　　　。。。潔。。。。会食会食会食2会食会食会食余説盆会1

鞭襯欝鞭llllll
雛灘ii鐵

　　00000
　　　000000
　　　0000000
。88§§§器朧。。

OOOOOOOOOOOOooo　oo　　　oo
oo
o
　　　　　　　　　　oo
　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　oo　　　oooooooo
　　　　　　　　　　ooooooooo
　　　　　　　　　　OOOOO

ooo
　oo
　OO

△

△

o
△

△

△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△△△△　　△△△

△

懸論
　　△　 △　　　　　　△△△

△

△△△

縢§§§§§§i．88．

　　　　OOOOOOOOOOOOOOOO

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　△
△△　　　　　△

o
o

△△　　　　　△
△△　　　　　△

△　　　　　　ムバ

　　　　　　　ムム
ムム　　　ム　　　ムムム

ムムム　 ムムムムムム

0

会i灘．ρ灘難ll

△△△△△△△∠
△△△△△△△∠
　△△△△△△∠
　△△△△ムム‘
　　　△△△△一
　　　　△△
　　　　△ム
　　　　　オ

1000（m）

識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△△△△△△△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△会鱗ll△△謙△急功　。

　　　　　　　　　　　　　　　　§§§§8888蕪礁i§諜…1総躍醐lll

羅羅蕪蒸i霧§§§響
藤lil灘辮簿。灘一””一
　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇QOOOOO　　O

§i難灘灘鍔

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo
　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　 o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo
　　　　　　　　　　　　　o　　o　o
　　　　　　　　　　　　oooooo
　　　　　　　　　　　ooooo　o
　　　　　　　　oooooo
　　　　　　　　　OOOOO

ooo
o

⊇麺
湾

＝掌一 o

o
oo

＊々
向斜軸

vレレ
背斜軸

撓曲軸 園

＿一推定断層`
流紋岩（貫入岩）

玄武岩（貫入岩）

粗面岩（貫入岩／平粗面岩）

□
団
団

沖積層・崖錐堆積物

西郷玄武岩

匡］郡層（平凝灰岩シルト岩互層）

国郡層
隠岐粗面岩・流紋岩［蜀 時張山層

第7図 地質構造図

同斜構造をなす． しかし，本地域東方約1kmに分布する隠 をもち，10～200の角度で南に傾斜した同斜構造をなす．

岐変成岩類に近づくに従って， 　　　　　　　　0

20～40 の南傾斜を示しなが しかし，北部においては，郡層は小路川付近で走行・傾斜

ら走向を南北性に変化させている． 南部の近石川下流より南 を変化させ，それを境にしてその東西両側で異なる構造を形

では，本層はおおよそN80～50。Wの走向をもち，20～50。 成している（第7図）． すなわち，小路川東岸では郡層は時

の角度で南に傾斜した同斜構造をなす． 張山層の背斜構造と調和してその走向傾斜を次第に変化させ

本地域中央から南部では，郡層から平凝灰岩シルト岩互層 ており， その北側では10～30。の角度で北に傾斜，西側では

までの地層が，時張山層の構造とほぼ調和的に東西性の走向 　　　　　　　　0

10～20 の角度で西に傾斜，南側では10～20。の角度で南に



64 隠岐島後中央部の下部中新統の郡層について

　　　　第2表　CHNS分析値
サンプル採取位置は第2図中に示してある．

口

番号 層準
N C S C／N C／S

環境

1 郡層デイサイト質塊状凝灰岩 0，026 1，165 0 44．8077 淡水

2 郡層デイサイト質塊状凝灰岩 0，198 8．09 0，169 40．8586 47．8698 淡水

3 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0，035 0，581 0，762 16．6 0．76247 海成

4 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0，031 0．72 0，282 23．2258 2．55319 海成

5 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0ρ74 1，739 1，275 23．5 1．36392 海成

6 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0つ34 1，627 0，197 47．8529 8．25888 淡水

7 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0，025 0，257 0 10．28 淡水

8 郡層含礫凝灰質砂岩泥岩互層 0，028 0，112 0 4 淡水

9 郡層礫岩 0，437 22，098 0，058 50．5675 381 淡水

10 郡層礫岩 0，053 2，034 0 38．3774 淡水

11 郡層礫岩 0，129 7，296 0，155 56．5581 47，071 淡水

12 郡層平シルト岩泥岩互層 0，047 0．11 0 2．34043 淡水

13 郡層平シルト岩泥岩互層 0，047 0，045 0 0．95745 淡水

14 郡層平シルト岩泥岩互層 0，024 0，705 0 29，375 淡水

15 郡層平シルト岩泥岩互層 0，054 0，184 0 3．40741 淡水

16 郡層平シルト岩泥岩互層 0，051 0，204 0 4 淡水

17 郡層平シルト岩泥岩互層 0，033 0，141 0，003 4．27273 47 淡水

18 郡層平シルト岩泥岩互層 0，038 0，144 0 3．78947 淡水

19 郡層平シルト岩泥岩互層 0，041 0，049 0 1．19512 淡水

20 郡層平シルト岩泥岩互層 0，044 0，144 0 3．27273 淡水

21 郡層平シルト岩泥岩互層 0．05 0，058 0 1．16 淡水

22 時張山眉 0，025 0，196 0 7．84 淡水

傾斜し，全体として半ドーム構造を形成している．

　しかし，小路川の西側では，郡層はほぼ北北東一南南西の

走向をもち，30～40。の角度で西に傾斜する同斜構造をなす．

明らかに小路川を境にして，西側では郡層は東側に比べてや

や急傾斜になっている．このような変化は小路川に沿って南

北方向に約2km追跡できることから，本層はここを境にし

て撓曲していると判断される．

5．CHNS分析値

　本地域における海進の時期を調べるため，時張山層，郡層

および平凝灰岩シルト岩互層中に挟在する泥岩について，

CHNS分析を行った．分析試料は塊状凝灰岩層（2地点），含

礫砂岩泥岩互層（6地点），礫岩層（3地点），平凝灰岩シルト

岩互層（10地点）および時張山層（1地点）から採取した（第

2図）．全有機炭素量（TOC）と全イオウ含有量（TS）の比か

ら堆積環境を判定するSampeiet．al．（1997）の判定基準を用い

てこの分析結果（第2表）を検討した．その結果，含礫砂岩

泥岩互層の3試料（第2表番号3～5）が海成層と，その他の

泥岩はイオウ含有率が著しく低いことから淡水成と判定され

る．海成層とされたものは，前述の林道大時一の坂線沿いに

分布する含礫砂岩泥岩互層中の厚さ約2mのスランプ構造

をなす黒色泥岩である．
　　　　　　　　　　　　　　きたがた
　本地域西方約2kmの五箇村北方で掘られたボーリングの

コアーを試料として，郡層の泥岩のCHNS分析が行われて

いる．その結果（橋本，1998MS）によると，深度501．8～566．3

mおよび1188．8～1189．3mの郡層泥岩のC／Sは海の堆積環

境を示しており，両者の間の郡層は淡水成とされている．吉

谷ほか（1995）による本試錐の層序では，深度20．4mまでは

隠岐流紋岩，20．4～45．5mが平凝灰岩シルト岩互層，45．5m

以深が郡層とされている．深度45．5～542．4mが玄武岩層，

542．4～933．5mが泥岩砂岩互層，933．5～1246mがデイサイ

ト質凝灰岩からなる．深度542．4m以深の地層は本論のデイ

サイト質粗粒成層凝灰岩層に対比されるが，本ボーリングの

玄武岩層は本地域の玄武岩層よりは上位の層準に対比されて

いる．

考 察

1．層序

　山崎（1984）によって平凝灰岩シルト岩互層が初めて定義

されたとき，皆市周辺で本属が大津久礫岩部層と指交してい

ることから，本層は郡層最上部に置かれた．しかし，山崎ほ

か（1991）は，以下のことを主な根拠にして，本層を久見層

最下部に対比し，久見砂岩層と同時異相であると再定義した．

　第一に，平凝灰岩シルト岩互層と歌木泥岩層から産出する

海生珪藻化石群集がともにD8n∫∫cμlopsls　l伽αzone（Akiba，

1986）に玄寸上ヒされる．

　第二に，D6n∫∫c況lops’sl伽αzoneの年代範囲は14．9～15．9

Maであり，平凝灰岩シルト岩互層はこの年代範囲の下部に，

歌木泥岩層はその上部にそれぞれ対比できる．

　第三に，西郷町の八尾川流域で平凝灰岩シルト岩互層は層

序的に歌木泥岩層の下位側に分布する．

　第四に，最下部の久見砂岩層の年代は16Maであり，島

後北部で本層は歌木泥岩層に整合に覆われている．

　さらに，本互層は大津久礫岩部層と指交関係にあることか

ら，郡層と久見層は整合関係にあるとされた．

　その後，本地域西方の平凝灰岩シルト岩互層から
C曜。’46nr∫o尻1αたαnαyα召zoneに対比される珪藻化石群集が産

出することから，本層の上部のみが久見砂岩層と同時異相で

あると，山崎（1998）は定義を修正した．

　平凝灰岩シルト岩互層が最も広く分布するのは，西郷町皆

市地区から下西地区までの南北に細長く伸びた地域と西郷町

飯田地区である．前者において，前述のように，平凝灰岩シ

ルト岩互層と下位の礫岩層および含礫砂岩泥岩互層が指交関

係にある．他方，本層と上位の久見砂岩層との関係をみると，

多くの場合，両層の分布域は互いに離れているが，五箇村北

方地区のみで両層が共存する．北方地区の北方神社横の崖は

現在コンクリートに覆われているが，かつてこの崖で久見層

の砂岩が平凝灰岩シルト岩互層を削り込んでいるのを筆者の

一人が観察している．

　さらに，平凝灰岩シルト岩互層と歌木泥岩層の分布域をみ

ると，両層が近接して分布するのは前述の皆市，五箇村山田

東方および西郷町下西の3地区である．山田東方では新期の

堆積物が広く覆うため，両層の露出状況が悪く，詳細な点は

不明である．下西地区では，久見層の泥岩が平凝灰岩シルト

岩互層の走向傾斜と非調和的に分布し，皆市では，両層の境

界部に平粗面岩が大規模に貫入している（第8図）．

　上記の構造上の不調和な関係と侵食関係は，平凝灰岩シル

ト岩互層は久見層に不整合に覆われると判断することが合理

的であることを示している．その結果，本属は郡層の最上部

に対比される（第1表）．

　前述のように，本地域のデイサイト質塊状凝灰岩層のFT

年代値21．7±1．OMaと18．7Maが，さらに，本地域南西約7

kmの那久海岸に露出する郡層の玄武岩溶岩について18．0～

19．2MaというK－Ar年代値（Uto，et．al．，1994）が報告されて

いる．これらの年代値を参考にすれば，郡層の年代の下限は

19～20Maと推定される．さらに，平凝灰岩シルト岩互層か
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　　　　　　　　　　　第8図　西郷周辺の郡層と久見層の分布図
下西においては，平凝灰岩シルト岩互層の走向傾斜と交叉するように飯山珪藻土層が分布する。

らD8n∫∫o配10psisl伽αzoneの珪藻化石群集の産出とFT年代

値16．9Maから，郡層の年代の上限は16Ma程度と考えられ
る．

2．堆積環境

　郡層から陸成層を示す化石が多産することから，本層はこ

れまで陸成ないし陸水成とされ（山崎，1991，1998，山内ほ

か，1995），隠岐島後における海成層の出現は，平凝灰岩シ

ルト岩互層以降と考えられてきた．しかし，橋本（1998MS）

と本論によって，郡層含礫砂岩泥岩互層中に海成層が存在す

ることが示された．含礫砂岩泥岩互層の大半が河川成の堆積

相を示したり，植物遺体を多産することから，それらは陸水

成層であるので，本層の堆積盆は海に極めて近い環境にあり，

時おり海水が進入する状況であったと考えられる．

　郡層中のスランプ構造と礫のインブリケーションはともに

北北東方向へのすべりや流れを示すことから，郡層堆積期に

は本地域の北方に海域が広がっていたと考えられる．

　Kanoet．a1．（2002）はサハリンおよび日本列島の日本海沿岸

部において前期中新世の不整合が広く認められ，18～17Ma

に海進が起きたことを指摘している．郡層中の一時的な海進

がこの不整合に対応する可能性が考えられる．

3．構造

　本調査地域では，従来指摘されてきた時張山層と郡層を境

する北東一南西系の断層群は存在せず，両層は不整合関係で

重なっている．一部においては高角不整合面で両層が接する

ことから，郡層の堆積盆は時張山層の陥没によって形成され

たと考えられる．さらに，郡層の構造と分布域は時張山層の

構造的起伏によって支配されており，本地域北部の小路付近

において特にその傾向が顕著に見られる．

　小路付近において，郡層は時張山層を不整合に覆うと同時

に，北東一南西の軸をもつ時張山層の背斜を中心にした半

ドーム構造をなしている．この半ドーム構造の西側では，郡

層は小路川に沿った軸を境にしてi撓曲し，西方に30～400の

角度で傾斜する同斜構造をなしている．

　小路川の西方約2kmの五箇村北方地区での掘削深度1500

mの温泉ボーリング結果から，ここでの郡層の層厚は1200

m以上に達することが報告されている（吉谷ほか，1993）．

この結果と地表地質から，吉谷ほか（1995）は本調査地域か

ら西方に向かって本層が著しく層厚を増加させていることを

示している．この層厚の増加は，郡層の堆積期に北方地区を

中心に激しい沈降が生じたことを示している．この激しい沈

降域の縁は，小路川沿いの南北方向の撓曲軸によって示され

ると考えられる．

　五箇トンネル以南においては，八尾川上流域（真杉川）に

ほぼ平行し，北西一南東方向の走向を持つ断層が推定された．

この断層は時張山層と郡層の両層の分布域の境界部付近に位

置することから，両層の堆積盆地を規制している基盤構造を
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反映しているものと考える（第6図）．

ま と め

　これまで久見層最下部とされてきた平互層は郡層最上部に

対比され，郡層と久見層の関係は不整合である．さらに時張

山層と郡層は北東一南西系の断層群によって境されるとされ

てきたが，それらは存在せず，代わりに南北方向の構造が発

達する．

　郡層の堆積盆地は時張山層の陥没によって形成され，その

分布と構造は時張山層の褶曲構造を反映した起伏によって規

制されている．さらに，島後における海成堆積層の形成は久

見層以降とされていたが，郡層堆積時に一時的に海水が進入

したことが示された．
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